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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 分析（成果と課題） 判定基準 備考

1 ① 生徒指導
学年
各教科

【成果指標】
（生徒）
皆出席者数の増加に努める。

学年あたり１年間の皆出席者数が
Ａ　８０人以上であった
Ｂ　６０人以上～８０人未満であった
Ｃ　４０人以上～６０人未満であった
Ｄ　４０人未満であった

１学期期末試験終了時での皆出席者数は１年８２
名、２年８６名、３年７７名であった。数値とし
てはＡないしはＢ判定となるが、健康管理の指導
が必要であり、今後とも生徒の状況把握に努め、
保護者と連携しながら、遅刻・欠席者数を減らす
取り組みを継続する。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

毎学期調査

【努力指標】
（生徒）（保護者）（教員）
生徒自ら進んで挨拶ができる。

自ら進んでの挨拶が
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　あまりできていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ＋Ｂの合計が生徒92.9％、保護者90.6％、教員
69.7％と、生徒や保護者の意識と教職員の意識に
やや隔たりがある。常日頃から生徒に挨拶の大切
さを指導しており、元気に挨拶をしている生徒は
多い。今後も教職員も含め挨拶の励行に取り組み
たい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

② 服装容儀の指導を徹底
し、生徒の規律・マ
ナーの向上を目指す。

生徒指導
学年

令和４年度は生徒・保
護者の90％が遵守でき
ていると回答があっ
た。残り10％弱の生徒
が制服の正しい着用や
マナーを遵守できてい
ない。

【満足度指標】
（生徒）（保護者）（教員）
様々な機会を捉え、服装・頭髪に
関して注意を促し、自発的な規
律・マナーの遵守に努める。

北陵生は頭髪・服装容儀やマナーなどについて
Ａ　よく守っている
Ｂ　だいたい守っている
Ｃ　あまり守っていない
Ｄ　ほとんど守っていない

Ａ＋Ｂの合計が生徒93.3％、保護者89.1％、教員
45.5％と、生徒や保護者の意識と教職員の意識に
大きな隔たりがある。就職等の進路を見据えて学
年団と生徒指導課、さらに進路指導課との連携の
もと、教職員の共通理解を図り、保護者にも理解
を求めながら指導にあたりたい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

③ 生徒指導
学年

生徒理解に努めるとと
もに、個に応じたきめ
細かな指導を行ってい
る。

【努力指標】（教員）
生徒理解を心がけ、生徒の不注意
な行動の未然防止のための早期指
導に努めている。

生徒理解に心がけ、不注意な行動の未然防止に努
めている。
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　十分できていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ＋Ｂの合計が93.9％という結果であった。教職
員は、あらゆる場面において生徒の様子をよく観
察し、生徒の変化をしっかりと把握している。ま
た教員間で情報共有を図っている。今後とも教職
員間の連携をいっそう強化して生徒理解に努めた
い。

Ａ＋Ｂの合計が
95％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

保健相談
学年

いじめアンケートや面
接を通して、生徒の状
況をしっかりと把握
し、相談や支援を行っ
ている。

【努力目標】（教員）
いじめ等の早期発見、早期対応に
努め、教員間での情報共有がなさ
れている。

いじめ等の早期発見、早期対応に努め、教員間で
の情報共有がなされている。
Ａ　よくできている
Ｂ　だいたいできている
Ｃ　十分できていない
Ｄ　ほとんどできていない

Ａ＋Ｂの合計が97％という結果であった。いじめ
に関し、情報交換会、学年会などを通じてさらに
情報共有を行い、いじめや問題行動の防止に努
め、予兆等問題点がないかどうか目を配るととも
に、保護者との連絡・連携をより密にしていく。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

令和５年度　学校経営計画に対する中間評価報告書

石川県立金沢北陵高等学校

重点目標 具体的取組

時間厳守の指導を徹底
し、遅刻・欠席者数の
減少と皆出席を奨励す
る。また、登校指導等
により挨拶の励行を推
進する。

令和４年度の皆出席者
数は、学年平均で51人
と前年度より微増した
が、健康管理(感染症対
策含)指導を継続する必
要がある。挨拶は教職
員から行うと返してく
れる生徒が多い。

本校のスローガンであ
る「時を守り、場を清
め、礼を正す」を全生
徒が意識し、自ら実践
できるようにねばり強
く働きかける。

生徒を注意深く見守
り、面接や保護者との
連絡をより密にし、生
徒理解を深める。
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主担当 現状 評価の観点 達成度判断基準 分析（成果と課題） 判定基準 備考重点目標 具体的取組

2 ① 研修等を積極的に受講
し、教員としての資質
向上を図る。

教務
各教科

校内外の研修等に参加
している教員は多く、
資質向上につながるよ
う努めている。

【努力指標】（教員）
研修等を積極的に受講し、教員と
しての資質向上を図る。

教員の資質向上につながるよう研修等に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

今年度４月～８月までの間に、県教員研修セン
ター主催等の研修に参加した教員は、のべ９６名
である。さらに校内研修として、若手教員研修、
ＩＣＴ機器を利用した授業におけるプチ研修会も
開催されている。今後も教員の研修情報を共有で
きるようにし、受講しやすい環境をつくってい
く。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

② ＩＣＴを活用した研究
授業や公開授業を積極
的に行い授業の改善に
努める。

教務
各教科

ＩＣＴ機器を使用する
教員は多く、さらに効
果的な活用の工夫が求
められている。

【努力指標】（教員）
ＩＣＴ機器の効果的な活用や工夫
に努め、研究・公開授業・授業参
観などを実施する。

ＩＣＴ機器の効果的な活用に努めている教員の割
合が
Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上～８０％未満である
Ｃ　６０％以上～７０％未満である
Ｄ　６０％未満である

Ａ＋Ｂの合計が84.9％であった。昨年度同期の
81.4％から３．５ポイント数値が上がり、過去5
年の間では最高値であった。全生徒に一台ずつ端
末が配付されたことにより、さらにＩＣＴ機器を
効果的に活用した授業を積極的に取り入れている
教員が多くなっている。

70％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

③ わかる授業を行うとと
もに、生徒の興味・関
心を引き出す授業の工
夫・改善に努める。

教務
各教科

生徒の発言や活動を促
す授業展開を図るよ
う、授業の工夫が必要
である。

【努力指標】（教員）
互見授業を実施し、生徒が意欲的
に学習に取り組めるよう授業改善
に努める。

生徒の発言や活動を増やす授業の工夫に
Ａ　積極的に取り組んだ
Ｂ　ある程度満足できる取り組みができた
Ｃ　積極的な取り組みはできなかった
Ｄ　ほとんど取り組めなかった

Ａ＋Ｂの合計が81.9％、昨年度中間より
（81.5%）より０．４ポイント数値が上がった。
ただ判定基準を下回っていることから、後期の授
業において今求められる学力観に基づき、さらな
る工夫の必要性がある。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

④ 家庭での学習習慣の定
着を図る。

教務
進路指導
学年
各教科

考査試験前は勉強に励
むが、日常の学習時間
は減少している。今後
も適切な学習課題を与
え、習慣化させる必要
がある。

【成果指標】（生徒）
自主的な学習を継続的に取り組む
ことができた。

家庭での平均学習時間が
Ａ　９０分以上である
Ｂ　７０分以上～９０分未満である
Ｃ　５５分以上～７０分未満である
Ｄ　５５分未満である

第１回調査結果はＡ＋Ｂの合計、平日52.8％、休
日76.5％、試験前77.9％となっており、判定基準
は超えている。試験前は家庭学習は増えるもの
の、平日については少ない傾向が見られる。ＩＣ
Ｔを利用した課題を提供するなどして、家庭学習
の定着に努める。

Ａ＋Ｂの合計が
50％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

年７回調査

研修等を積極的に受講
し、教員としての資質
向上を図ることによ
り、ＩＣＴを活用した
授業改善を進めるとと
もに、生徒の学習意欲
の向上を目指した取組
を充実させる。
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3 ① 各学年に応じた進路学
習を工夫し、主体的で
継続的な学びができる
ように支援する。

進路指導
教務
学年

【努力指標】（教員）
生徒が自らの適性を理解し、進路
目標をより明確に定めることがで
きるよう、少しでも多くの個人面
談を行う。

担任と生徒との１年間の個人面談回数が
Ａ　６回以上
Ｂ　５回以上
Ｃ　４回以上
Ｄ　４回未満

１学期中、個人面談回数は概ね３回行われている
が、回数はもちろんのこと、その質が求められ
る。学年団等と連携しながら、生徒理解と進路目
標をより明確に定めることができるよう面談を継
続して行う。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月２月末に
調査

【満足度指標】（生徒）
進路指導の行事や「産業社会と人
間」・「総合的な探究の時間」を
通じて、進路について意識し考え
ることができた。

進路指導の行事や「産業社会と人間」・「総合的
な探究の時間」の学習が進路を考える上で
Ａ　大いに役立った
Ｂ　ある程度役立った
Ｃ　あまり役立たなかった
Ｄ　まったく役立たなかった

Ａ＋Ｂが93.1％であり、一定の成果が得られたと
考える。１年次生は次年度以降の系列を選択する
にあたり「産業社会と人間」で実施したガイダン
スや面談・校外での見学など参考になったものと
思われる。２年次生もインターンシップに向けた
事前学習をとおして、社会人として求められる力
などを考えることができた。

Ａ＋Ｂの合計が
85％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

【成果指標】（生徒）
進学志望の生徒が第一志望校に合
格することをより重視する。就職
については、早期に内定率100%と
なるよう指導する。

四年制大志望者のうち第１志望校に合格した生徒
が
Ａ　９０%以上
Ｂ　８０％以上９０％未満
Ｃ　７０％以上８０％未満
Ｄ　７０％未満
学校推薦による就職希望者について、
Ａ　１０月末で１００％内定を達成
Ｂ　１１月末で１００％内定を達成
Ｃ　１２月末で１００％内定を達成
Ｄ　１２月末で１００％内定に達していない

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

年度末に集
計

② 各種資格・検定試験に
取り組み挑戦すること
が進路実現に繋がるこ
とを様々な機会を通し
て喚起する。

各教科
学年
進路指導

昨年度、各種資格・検
定試験を取得・合格し
た生徒は延べ632人（R3
年度729人）であった。

【成果指標】（生徒）
各種資格・検定試験に多くの生徒
が挑戦し、取得・合格数を増や
す。

新たに資格・検定を取得・合格した生徒の延べ人
数が
Ａ　９００人以上であった
Ｂ　８５０人以上～９００人未満であった
Ｃ　８００人以上～８５０人未満であった
Ｄ　８００人未満であった

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

年度末に集
計

③ 保護者や関係機関と連
携を深め、進路指導の
充実を図る。

進路指導
学年

提供された情報に対し
て満足している保護者
は多い。さらに、進路
に関する情報を、適切
に発信していく必要が
ある。

【満足度指標】（保護者）
進路について、必要な情報が提供
されている。

提供された情報に対して
Ａ　満足できた
Ｂ　ある程度満足できた
Ｃ　あまり満足できなかった
Ｄ　満足できなかった

Ａ＋Ｂの合計は92.1％で、前年度と同程度であ
る。今後も各学年だよりやその時期に応じた進路
に関する最新の資料をクラスルームを活用しなが
ら、情報の提供を工夫して行う。また、引き続き
保護者との連絡を密にし、生徒の進路実現を目指
したい。

Ａ＋Ｂの合計が
90％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

「自分を知り、社会を
知り、将来の自分を考
えること」のできる生
徒の育成に向け、キャ
リア教育の一層の推進
を図る。

多様な進路希望に対応
するために組織的な指
導体制と生徒一人ひと
りに対するガイダンス
機能の充実が求められ
る。
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4 ① 生徒が部活動に対し、
満足感や達成感を感じ
主体的に取り組むこと
ができるよう支援･運
営する。

特活
全職員

【成果指標】（生徒）
部活動への加入率を高め、充実し
た高校生活になるよう支援する。

部活動への加入率が
Ａ　９０％以上である
Ｂ　８５％以上～９０％未満である
Ｃ　８０％以上～８５％未満である
Ｄ　８０％未満である

前期の結果は78.9％(517人中408人が加入、重複
あり）であった。新入生の加入率は78.3％、2年
次91.2％、3年次65.5％と３年次生の無所属の割
合が多い。部活動を続けることの大切さや、加入
することのメリットを再度伝えていく必要があ
る。

85％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

５月、１０
月に調査

【満足度指標】(生徒)
生徒が部活動に主体的に取り組み
切磋琢磨することを通して、豊か
な人間関係を築き、達成感を得
る。

部活動に対し満足感・達成感を感じている生徒の
割合が
Ａ　８０％以上である
Ｂ　７０％以上～８０％未満である
Ｃ　６０％以上～７０％未満である
Ｄ　６０％未満である

昨年度はコロナ禍で学校の部活動期間や大会実施
に制約を設けていたが、今年度はコロナが第５類
に移行し、活動の制約もほぼ以前に戻った。部活
動の満足度や達成感を感じている生徒は75.3％と
なり、昨年度と同様に高い水準である。今後も部
活動の魅力を発信して、加入率を高めていく。

70％未満の場合
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

② 地域行事・学校行事等
に参加し、地域との連
携を密にする。

特活 令和４年度はコロナ禍
にも関わらず、ボラン
ティア活動等に参加し
た生徒数は増加した。
時期を見定め活動を継
続する。

【成果指標】（生徒）
地域の清掃活動や行事、ボラン
ティア等に参加する。（「北陵ア
バンテ」を含める）

休日も含めて年１回以上参加した生徒が
Ａ　４００人以上であった
Ｂ　３００人以上～４００人未満であった
Ｃ　２００人以上～３００人未満であった
Ｄ　２００人未満であった

前期の結果はのべ６７名であった。内訳は地域ボ
ランティア（東原町）参加のべ５１名とサマーボ
ランティア３名、森本駅前広場でのボランティア
１３名。後期には「北陵アバンテ」「金沢マラソ
ン」等、参加できるボランティア活動を実施する
予定である。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

総務
学年
生徒指導
保健相談

令和４年度「満足して
いる」保護者は90％で
あった。より多くの
方々に理解を頂けるよ
う、家庭と学校が一体
となった学校づくりに
努めていく。

【満足度指標】（保護者）
保護者が本校の教育活動全般を理
解し、満足している。

本校の教育活動を理解し満足している保護者が
Ａ　９０％以上
Ｂ　８５％以上９０％未満
Ｃ　８０％以上８５％未満
Ｄ　８０％未満

前期の結果は87.5％であった。Ｒ１年度から80％
を超えるも横ばいが続いており、おおむね満足度
は高い。今後さらに本校の教育活動を理解しても
らうための様々な取り組みを実施し、満足度を得
られるよう努力する。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

総務
学年
生徒指導
保健相談

ホームページを随時、
更新しており、本校の
魅力を外部に積極的に
発信することに努めて
いる。

【成果指標】（教員）
本校の特色や生徒の活動が、ホー
ムページなどで積極的に発信され
ている。

発信しているとする教員の割合が
Ａ　９５％以上
Ｂ　８５％以上９５％未満
Ｃ　７５％以上８５％未満
Ｄ　７５％未満

前期の結果はＡ判定。H30年度以降96％以上の数
値である。情報発信の効果と意義が教員全体に意
識されている現れである。今後も積極的な学校生
活、部活動などの情報を発信していく。

Ｃ、Ｄの場合、
次年度の取り組
みを再検討

７月、１２
月末に調査

5 働き方改革における教
員の意識改革と行動改
革を進めるとともに、
業務のスクラップ＆ビ
ルドと平準化に取り組
む。

① 月間や週間目標を設定
し、それぞれが計画的
に業務を進める。

全職員 令和４年度の時間外勤
務は微増した。引き続
き時間外勤務の縮減、
業務のスクラップ＆ビ
ルドと平準化を進める
必要がある。

【成果指標】（教員）
勤務時間調査における月別の時間
外平均が、前年度同月を下回って
いる。

時間外平均が、前年度同期より、
Ａ　前年度より減少している
Ｂ　前年度と同等または増加している
　

今年度４～７月の時間外月平均は2453.2分であっ
た。昨年度の同期間の時間外平均が2777.9分であ
り、324.7分減少している。さらに勤務時間を意
識した効率的な業務遂行とスクラップ＆ビルドを
含めた業務改善を進めていく。

Ｂの場合、次年
度の取り組みを
再検討

毎月調査

信頼される学校づくり
に努める。

③

令和４年度の部活動加
入率は78％、部活動に
より満足感や達成感を
持っている生徒は77％
であった。生徒が部活
動に対し、より主体的
に取り組めるような指
導上の工夫が求められ
る。

学校の活性化のため、
部活動や地域ボラン
ティアの活性化を図る
とともに、学校の魅力
を発信する取組を充実
させる。


